
銀行名 静岡中央銀行
【 １７～１８年度上期（１７年４月～１８年９月） 】

（単位：先数）

αのうち期末に債務者区分
がランクアップした先数　β

αのうち期末に債務者区分
が変化しなかった先　γ

正常先 3,905 3

うちその他要注意先 1,913 38 7 27

うち要管理先 46 11 4 2

破綻懸念先 157 3 1 2

実質破綻先 43

破綻先 33

合　計 6,097 55 12 31

注） ・期初債務者数及び債務者区分は１７年４月当初時点で整理。
・債務者数、経営改善支援取組み先は、取引先企業（個人事業主を含む。）であり、個人ローン、住宅ローンのみの先を含まない。
・βには、当期末の債務者区分が期初よりランクアップした先数を記載。
　なお、経営改善支援取組み先で期中に完済した債務者はαに含めるもののβに含めない。
・期初の債務者区分が「うち要管理先」であった先が期末に債務者区分が「うちその他要注意先」にランクアップした場合はβに含める。

・期中に新たに取引を開始した取引先については本表に含めない。
・γには、期末の債務者区分が期初と変化しなかった先数を記載。
・みなし正常先については正常先の債務者数に計上のこと。

５．経 営 改 善 支 援 の 取 組 み 実 績　（ 平成17年4月～平成18年9月 ）

・期初に存在した債務者で期中に新たに「経営改善支援取組み先」に選定した債務者については（仮に選定時の債務者区分が
期初の債務者区分と異なっていたとしても）期初の債務者区分に従って整理すること。
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銀行名 静岡中央銀行
【１８年度上期（１８年４月～１８年９月）】

（単位：先数）

αのうち期末に債務者区分
がランクアップした先数　β

αのうち期末に債務者区分
が変化しなかった先　γ

正常先 3,800

うちその他要注意先 2,064 34 4 28

うち要管理先 31 7 3 2

破綻懸念先 168 3 1 2

実質破綻先 63

破綻先 31

合　計 6,157 44 8 32

注） ・期初債務者数及び債務者区分は１８年４月当初時点で整理。
・債務者数、経営改善支援取組み先は、取引先企業（個人事業主を含む。）であり、個人ローン、住宅ローンのみの先を含まない。
・βには、当期末の債務者区分が期初よりランクアップした先数を記載。
　なお、経営改善支援取組み先で期中に完済した債務者はαに含めるもののβに含めない。
・期初の債務者区分が「うち要管理先」であった先が期末に債務者区分が「うちその他要注意先」にランクアップした場合はβに含める。

・期中に新たに取引を開始した取引先については本表に含めない。
・γには、期末の債務者区分が期初と変化しなかった先数を記載。
・みなし正常先については正常先の債務者数に計上のこと。

・期初に存在した債務者で期中に新たに「経営改善支援取組み先」に選定した債務者については（仮に選定時の債務者区分が
期初の債務者区分と異なっていたとしても）期初の債務者区分に従って整理すること。

５．経 営 改 善 支 援 の 取 組 み 実 績　（ 平成18年度上期 ）

期初債務者数 うち
経営改善支援取組み先　α
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